    　　　　　　　　　　　　　　　　

	テーマ
	講座№０９０５１

講座名：　ロールシャッハ解釈法（片口法）・初級コース

	【お勧め文】
	心理臨床において、カウンセリング・心理療法と心理テストは、車の両輪に例えられる。クライエントを理解するには、あらゆる角度から検討することが求められる。面接を通して得られる情報のみでは、一面的な理解しか得られないことも多く、心理テストの実施は、より正確なクライエント理解をするための情報をもたらすであろう。
　ロールシャッハ・テストは、心理テストの代表的なものの一つであり、心理臨床の場で、心理診断や心理アセスメントを行なう際に、有益な情報が得られることが多い。この講座では、ロ・テストの基礎から解釈法までを、22回の講義を通して、じっくりと学習を行なう。
　受講希望者は、すでに心理臨床の場で働いている方、大学または大学院で心理学および関連学科を卒業された方、または大学院在学生を対象とさせていただきます。周囲にロ・テストを実施できる人がいれば、自分のロ・テストをとってもらってから参加されることが望ましいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤岡　新治　[専修大学教授]

	【開催曜日・
定員・受講料】
	火曜日／定員６０名／受講料　４４，０００円

	【講義内容】
	■ 歴史と基本的考え方

■ 実施法・分類・整理の仕方

■ 各スコアの意味するもの

■ 反応をどのように見ていくか（継列分析）
■ 総合的解釈

■ 事例の解釈

	【講義日程】
	２００９年　１０月６日・１０月１３日・１０月２０日・１０月２７日・１１月１０日・１１月１７日・
１１月２４日・１２月１日・１２月８日・１２月１５日・１２月２２日

２０１０年　１月１２日・１月１９日・１月２６日・２月２日・２月９日・２月１６日・
２月２３日・３月２日・３月９日・３月１６日・３月２３日

	【テキスト】
	「新・心理診断法」（片口安史 著）金子書房 刊（定価　9,500円＋税）を使用

　　＊テキストは開講時に割引にて頒布する予定

	【講師名・肩書・主な著書】


	藤岡　新治　：　専修大学教授
　主な著書「心理検査の基礎と臨床」（共著）　　星和書店
「ロールシャッハ・テストの学習　片口法スコアリング入門」（共著）金子書房
「こころの発達援助」（共著）　　　　ほんの森出版
小川　俊樹　：　筑波大学大学院人間総合科学研究科（心理学系）教授
　主な著書「投影法の現在」（現代のエスプリ別冊）（単編）至文堂
　　　　　「子どものロールシャッハ法」（共編）金子書房
　　　　　「投映法の見方・考え方」（共著）明治安田こころの健康財団

　溝口　るり子：　東京都教職員互助会三楽病院精神神経科臨床心理士長
　主な著書「ロールシャッハ法を学ぶ」（秋谷たつ子監修、順天堂大学グループ）金剛出版

　　　　　「教師のストレス総チェック」（共著）ぎょうせい
　　　　　「医療機関における教員の職場復帰訓練について」

学校メンタルヘルスvol5　2002

　沼　初枝　　：　立正大学心理学部准教授
　主な著書「片口法ロールシャッハ・テストにおける公共反応の再検討」

（共著）心理臨床学研究23　2005年
　　　　　「病院の精神科で働くカウンセラーの仕事」

（佐々木・大貫編「カウンセラーの仕事の実際」）培風館

「医療場面における心理アセスメントの実際」（共著）　
（森田美弥子編　現代のエスプリ別冊「臨床心理査定研究セミナー」）至文堂


